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は
じ
め
に

南
京
攻
略
戦
に
向
っ
た
日
本
軍
は
、
昭
和
十
二
年

十
二
月
十
三
日
、
南
京
城
に
突
入
し
た
。
城
外
な
の

戦
闘
に
比
べ
れ
ば
、
．
城
内
で
の
戦
闘
は
あ
っ
け
な
′
か

っ
た
が
、
こ
の
日
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
南
京

で
は
日
本
軍
に
よ
る
残
虐
行
為
が
あ
っ
を
と
い
わ
れ

た
。
昭
和
十
二
年
十
二
月
か
ら
昭
和
十
三
年
に
か
け

て
、
米
英
の
新
聞
・
難
語
、
及
び
中
国
・
華
僑
の
新

閲
で
報
道
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
兵
に
よ
る
殺

人
・
強
姦
・
操
輩
な
ど
が
数
百
件
あ
り
、
二
万
人
の

捕
虜
処
刑
も
遡
っ
た
ら
し
い
と
伝
え
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
戦
後
、
南
京
と
東
京
の
軍
事
裁
判
で
改

め
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
南
京
虐
殺
雷
件
と
し
て
、
日

本
人
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
索
し
か
し
、
こ

の
時
伝
え
ら
れ
た
内
容
は
、
昭
和
十
二
、
三
年
当
時

報
道
さ
れ
た
も
の
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
、

南
京
の
電
撃
裁
判
で
は
数
十
万
人
の
大
虐
殺
が
あ
っ

た
と
ぎ
れ
、
1
第
六
師
団
の
師
団
長
で
あ
っ
た
谷
中
将

が
そ
の
責
任
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
ま
た
、
憂
思

裁
判
で
は
、
十
万
な
い
し
二
十
万
人
の
大
虐
殺
が
あ

ノ
つ
た
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
申
支
那
方
面
軍
の
司

令
官
で
あ
っ
た
松
井
石
板
大
将
が
絞
死
刑
に
な
っ

た。
昭
和
十
二
、
三
年
当
時
、
日
本
で
は
そ
れ
ら
の
報

適
は
殆
ど
な
く
、
国
際
上
、
公
式
は
と
り
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
戦
後
、
戦
争
裁
判
で
取
り
あ
げ
ら

空
し
か
む
占
領
下
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
裏
柚
は
闇

に
葬
ら
れ
る
こ
と
′
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
重
畳
件

は
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
た
め
、
ま
す
ま
す
棄
相

か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

独
立
後
、
南
京
虐
殺
葛
件
の
藁
相
を
ざ
わ
め
よ
う

と
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
o
一
次
資
料
の
発
掘
や
当
時
南
京
は
い
た
人
た
ち

の
証
言
の
収
集
な
ど
・
で
あ
る
。
そ
の
他
、
考
え
ら
れ

る
こ
と
．
は
大
方
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
裏
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
い
∴
∵
き
れ
な

霊
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
政
治
的
な
立
場
か
ら
の

一
次
資
料
の
曲
解
や
偽
証
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
あ

る。

萬
件
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
五
十
年
。
当

時
、
南
京
に
い
た
日
本
人
で
も
っ
と
も
薯
か
っ
窒
一

十
歳
の
昔
年
も
す
で
に
七
十
歳
で
あ
る
。
重
患
轟
件

は
歴
史
上
の
出
来
基
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
時
亜
麻
に
い
た
人
達
こ
そ
南
京
で
何
が
お

こ
な
わ
れ
た
か
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
五
十
年
の
年
月
聖
l
　
華
美
を
風

化
さ
せ
る
一
方
、
思
し
ゅ
う
を
こ
え
寧
実
を
述
べ
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
こ
そ
偽
り
の
な
い
証
書

が
、
南
京
車
件
と
は
何
で
あ
る
か
物
語
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
ち
か
。

そ
う
考
え
て
「
当
時
南
京
に
い
た
人
達
の
リ
ス
ト

を
作
り
、
一
人
一
人
に
あ
た
亘
、
当
時
の
様
子
を
た

ず
ね
た
。
す
で
に
五
十
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
忘
れ

て
い
た
り
、
間
違
っ
て
記
憶
し
て
い
た
り
す
る
こ
と

も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
証
言
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
穴
が
ナ
め
ら
れ
、
訂
正
さ
れ
、

繭
京
の
姿
が
浮
び
あ
が
り
、
婁
件
と
は
ど
ん
な
も
の

だ
っ
た
か
明
ら
か
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

当
時
、
南
京
を
攻
略
し
な
の
は
松
井
石
板
大
将
を

軍
司
令
官
と
す
る
中
支
那
方
面
軍
で
あ
っ
た
。
中
英

那
方
面
軍
の
隷
下
に
は
勤
番
苗
場
彦
中
将
の
上
海
派

遣
軍
と
、
柳
川
平
助
中
将
の
第
十
軍
が
あ
っ
た
。

陸
軍
だ
け
で
な
く
、
海
軍
も
南
京
攻
略
戦
に
参
加

し
た
。
海
軍
は
長
谷
川
潜
中
将
を
司
令
官
と
す
る
第

三
艦
隊
が
上
海
に
あ
り
、
第
三
艦
隊
の
う
そ
．
近
藤

英
次
郎
少
将
の
第
十
一
戦
隊
と
三
踵
大
佐
の
第
二
連

合
航
空
隊
が
陸
軍
の
作
戦
を
助
け
た
。
第
十
一
戦
隊

は
揚
子
江
を
遡
上
し
て
、
ま
た
第
二
連
合
航
空
隊
は

空
か
ら
参
加
し
た
。

南
京
虐
殺
葛
件
が
あ
っ
だ
と
す
れ
ば
、
ま
ず
こ
れ

ら
現
地
軍
が
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
現
地
軍
の
な

か
で
も
、
軍
司
令
部
の
司
令
官
、
参
謀
た
ち
は
霞
の

動
き
を
鳥
轍
的
に
把
握
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま

た
、
師
団
の
師
団
長
へ
参
謀
長
、
旅
団
長
、
連
隊
長

な
ど
幹
部
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。

現
地
軍
が
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中
央
に
報
告

さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

輩
が
南
京
に
突
入
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
外
交

官
も
南
京
入
り
し
た
。
南
京
領
寧
館
員
は
日
中
間
の

戦
い
が
本
格
化
し
た
昭
和
十
二
年
八
月
十
六
日
に
引

揚
げ
、
上
海
の
大
使
館
に
い
た
。
こ
の
領
革
館
員
が

寧
と
共
に
南
京
に
入
っ
た
の
で
逆
毛
既
に
中
国
の

行
政
関
係
者
や
第
三
国
の
外
交
官
は
い
な
i
か
っ
た

が
、
日
本
の
領
雷
館
員
は
外
国
権
益
の
保
護
に
あ
た

電
脳
日
本
の
歴
史
研
究
会
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尊
謀
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、
脅
阜
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功
叫
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、
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蜜

警
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路

話

語

暑

三

号

患

襲

冒

堅

持
滋
、
功
「
些
尉
」
の
島
田
三
宙
＋
￥
嘔
勘
I
J

o
詔
d
軽
重
匂
う
呼
マ
フ
の
普
選
二
甥
薗
賓

．
翠
か
ユ
「
著
秦
部
の
轡
艶
功
事
詔
勅
¢
避
蹴

、
0
辞
泌
韻
霧
昔
⑦
堂
々
劫
通
辞
、
避
雌
、
由
蠍

、
醤
避
護
勅
由
韓
牽
o
g
上
京
頭
や
ユ
u
C
功
蟹
鰐

普
÷
ご
ま
驚
寄
手
藍
叢
、
乾
艶
迎
撃
二
銘

o
皇
誓
言
七
登
誓
電
動

窪
恩
寵
講
轟
篠
吾
÷
患
罵
講
移
出
強
ま
常
置

寺
中
日
○
翠
謎
ユ
C
を
q
呼
曽
我
捜
瑠
璃
範
萱
や
討

重
態
箪
○
善
書
竜
皇
業
講
日
報
誰
訝
百
雷
O
型

三
尊
剖
⊃
÷
」
〉
曳
割
勘
丁
寧
岩
の
互
i
「
キ
諜
電

畠
諜
報
．
¢
乾
〉
浮
動
鼻
を
⊇
青
嵐
劫
艶
喜
連
。
詔

母
君
醜
醜
泌
壇
謹
諜
報
千
㌔
前
減
駈
功
数
千
割
勘

甘
＞
割
前
独
尊
ネ
謹
み
動
感
罷
功
歯
牙
i
呼
「

。翠

当
主
「
艶
藤
、
0
電
蒋
掌
的
。
敢
こ
こ
尊
割
三
三
〉

堅
忍
業
手
工
呈
罵
壇
恩
寵
罵
亜
美
遣
千
割

契
旦
Y
聖
子
罷
華
坦
￥
埋
草
、
「
呼
「
o
尊
↑
観

潮
宙
盛
￥
、
責
塾
ユ
「
青
息
連
呼
璃
割
出
讃
粕
詩
親

善
「
㌔
二
言
三
豊
旦
手
車
一
十
地
軸
o
g
電
工
蒙
艶

錦
経
巻
の
宙
功
軍
o
老
⊂
富
み
詔
申
蟹
普
譜
哲
醇
の

軸
の
を
、
譜
尊
い
功
琵
禦
醇
董
哲
の
鵠
経
巻
艦
車
韻

篭
∴
閏
空
言
率
ザ
李
穀
輯
￥
畢
￥
o
嘩
巧
言
轡
韻

蕗
塞
管
轄
〉
‡
護
国
車
観
望
轟
∵
忠
諾
意
烏

o
宣
誓
書
透
と
翠
襲
撃
富
蜜
豆
型
三
宅

鴎
母
機
靴
の
薗
韻
の
重
囲
百
〇
群
山
言
と
T
O
三
三
↑
鞘
、

呼
整
擬
の
言
コ
国
華
、
功
寄
詔
普
藩
の
重
合
二
十
割

批
難
⑦
劇
壇
割
東
国
由
o
単
三
芋
茎
案
ざ
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三
を

詫
誓
㌫
三
羽
乎
写
す
名
言
画
題
割
⊇
青
譜
国
的

⑦
京
王
叢
柳
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の
回
申
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産
前
S
避
〓
銭
○
尊

い
泌
階
￥
一
担
￥
、
部
¢
毒
荘
園
蛾
、
訝
¢
導
管
輔

車
功
土
の
訝
百
雷
、
江
劫
由
壁
富
墨
壷
窃
漣
二 〇
学
小

諸
鞄
鷲
の
Y
￥
土
樽
、
劫
￥
避
亜
剃
首
題
の
諜
一

〇
宣
誓
書
嵩
署
轟
議

運
こ
、
硬
尉
鞘
堂
－
、
編
勤
功
避
【
○
琴
小
鼻
球
帝

劇
選
ニ
、
0
辞
Y
芭
＋
整
蒙
諸
事
冨
談
覇
T

o
学
こ
電
重
野
￥
o
g
u
正
字
尊
重
を
習
阜

署
写
鷺
沼
醤
違
憲
出
国
隼
ニ
＋
鍔
、
璃
鰊
談
o
g

浮
羽
電
撃
の
授
蕊
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痘
誰
球
裏
、
斐
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㌫
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尊
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孝
⊂
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睦
軽
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宙
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春
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出

潮
訝
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費
顎
の
馬
鎗
商
一
、
割
亮
○
蜜
錆
申
し
珪
劫
鞄

轟
藷
の
撰
寺
寵
離
島
璃
薗
蕾
、
盟
の
コ
o
急
呈
闇

艦
小
善
を
羽
中
飽
尋
V
T
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考
小
切
避
雛
壇
江
連
旦
－

揚
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轟
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豊
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キ
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敬
子
こ
暑
哲
醇
艦
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避
鑑
宙
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呼
甘
V
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雨
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＋

＋
蛙
軸
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虫
－
o
尊
こ
鞄
功
掌
理
瀞
聾
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を
ユ
て

舌
醤
閲
親
銘
能
掌
理
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恵
慰
離
艦
苓
由
粕
謡
与
、
舌
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電
〉
遊
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連
繋
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薗
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＋
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軸

〇
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￥
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剖
球
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訝
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、
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淘
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霧
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劫
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T
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㌢
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⊂
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劃
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〓
q
C
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達
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千
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割
坪
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案
ネ
コ
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T
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旦
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〓
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子
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謡
蹄
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弱
寺
塑
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態

苓
申
、
翠
至
∵
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習
切
目
呼
十
百
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頓
噂
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劉

逝
層
部
将
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苧
…
言
う
豊
富
蓋
豆
薗
一

、
卓
国
母
娯
母
堂
畠
勅
封
淘
蝿
見
合
電
勅
勘
非
回
申

の
出
離
、
憾
湧
選
管
掌
理
○
尊
い
ユ
「
軸
難
訓
珊
寺

の
駒
勤
、
小
猿
青
島
国
事
匂
重
富
V
、
粕
塞
諜
艶
観

千
割
能
○
♀
望
業
曹
ブ
言
え
誓
言
毒
Y
尊
い
剖
恵

理
宜
姫
を
申
せ
呈
裳
覇
義
手
、
潮
の
挙
ギ
0
時
ユ

J
学
僕
割
涯
的
曾
呼
「
、
功
細
部
高
著
匂
坪
を
、
勤

ま
マ
毎
毒
艶
軍
営
埋
〉
響
功
球
を
石
綿
劉
稲
掌
理

○
翠
↑
肇
功
可
動
料
日
管
＋
旦
吉
成
マ
数
名
境
野

の
去
、
「
開
国
珪
繚
動
詞
型
劃
ユ
連
日
二
の
西
藤
、
軸

畠
日
華
⊇
○
詔
噂
呼
勘
泌
封
轄
⑦
恕
善
幣
液
、
¢
洩

将
駄
百
島
養
蜂
訓
告
母
垣
の
婁
説
教
覿
丁
、
蝶
理
の

捌
稲
賞
壁
、
日
計
甘
二
十
〇
霊
遠
雷
毒
害
惹
態

普
譲
二
雪
連
繋
羞
稟
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王80
書救護富／日本人の見た南京輔藩

合
し
た
と
あ
り
ま
す
が

「
私
は
長
参
謀
の
下
に
い
ま
し
た
が
、
長
参
謀
が
命

令
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

角
証
言
に
つ
い
て
は
、
長
参
謀
が
命
令
し
た
と
い

う
第
六
師
団
は
第
十
母
下
で
、
上
海
派
遣
軍
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
上
海
派
連
語
が
第
十
車
の
師
団
に
命
令

す
る
こ
、
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
情
報

担
当
の
畏
参
謀
が
命
令
す
る
と
い
う
の
も
お
か
し
い

話
で
す
。
長
参
謀
は
中
英
那
方
面
轟
の
参
謀
も
兼
任
し
た
と

巾
ら
人
も
い
る
が
、
私
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん」
－
田
中
隆
育
中
将
か
、
戦
後
、
「
裁
か
れ
る
歴

史
」
の
中
で
長
参
謀
が
虐
殺
を
命
令
し
た
と
書
い
て

ま
す
が

「
田
中
隠
者
氏
に
つ
い
て
は
、
こ
う
い
う
話
が
あ
り

ます。・
田
中
氏
が
兵
務
局
長
の
時
、
私
は
軍
務
局
の
軍
務

謀
に
い
ま
し
て
、
そ
の
時
、
閻
錫
山
を
な
ん
と
か
し

ま
す
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
強
い
田
中
兵

務
局
長
が
閻
錫
山
に
会
い
に
行
く
こ
と
に
な
り
l
ま
し

た。
結
局
、
田
中
兵
務
局
長
は
開
銀
山
本
人
と
は
会
え

／

ず
に
、
使
い
の
者
と
会
っ
て
話
を
ま
と
め
た
と
い
っ

て
煽
っ
て
薬
ま
し
た
。
ま
と
ま
っ
た
内
容
は
、
日
本

が
閻
錫
山
の
軍
隊
に
小
銃
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
と
と
ろ
が
与
え
る
小
銃
の
量
と
い
う
も
の
が
、

日
本
の
一
年
間
の
製
造
分
に
匹
轍
す
る
量
で
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
私
は
、
一
体
ど
う
し
た
か
と
思
っ
て

田
中
兵
務
局
長
に
く
い
さ
が
っ
て
て
こ
ず
ら
せ
ま
し

た。i
こ
の
様
な
こ
と
も
あ
り
、
当
時
か
ら
氏
の
い
う
こ

と
は
信
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
の
東
京
裁
判
の
謹
言
も
考
え
る
と
、
田
中
氏

の
い
う
長
参
謀
の
話
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」

～
～
鈴
木
明
氏
の
「
〝
南
京
大
虐
殺
〃
の
ま
ぼ
ろ

工
」
に
よ
れ
ば
、
第
十
三
師
団
の
山
田
梅
二
旅
団
長

に
長
参
謀
の
虐
殺
命
令
が
あ
っ
た
と
い
h
∵
ま
す
が

「
南
京
攻
略
が
間
近
に
な
っ
た
時
、
軍
司
令
部
は
揚

水
鎖
に
あ
り
、
窪
地
の
石
造
小
屋
を
司
令
部
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
句
馨
に
い
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
南
京
攻
馨
と
い
う
の
で
十
一
日
に
呼
び
も

ど
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
湯
水
鐘
に
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
靭
起
き

る
と
、
ま
わ
り
の
山
に
中
国
兵
が
た
く
さ
ん
あ
ら
わ

れ
ま
し
た
。
司
令
部
で
は
大
あ
わ
て
で
、
そ
こ
ら
に

い
る
す
べ
て
の
兵
を
集
め
て
攻
撃
し
ま
し
な
。
我
々

参
謀
も
万
一
の
場
合
宮
様
を
お
守
り
し
な
く
て
は
、

と
部
屋
の
ま
わ
り
を
ぐ
る
り
と
と
り
か
こ
み
‘
ま
し

た
。
本
葉
な
ら
副
官
の
住
専
で
す
が
、
そ
の
時
は
私

達
も
死
ぬ
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
や
が
て
敦
賀
の
連

隊
長
が
大
隊
を
指
揮
し
て
事
で
来
て
薄
無
を
を
え
ま

した。第
十
三
輔
団
が
捕
虜
を
つ
か
ま
え
た
時
と
い
う
の

は
、
上
海
派
遣
軍
の
司
令
官
に
勤
番
富
殿
下
を
迎
え

た
ば
か
り
で
、
長
参
謀
も
相
当
気
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
時
で
す
か
ら
、
い
わ
れ
る
よ
う
な
命

令
を
出
す
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
参
謀
は
い
わ
ゆ
る
右
翼
で
、
上
海
で
は
顕
山
繭

翁
か
ら
賦
か
れ
た
陣
羽
織
を
潜
て
い
ま
し
た
。
有
翼

の
子
分
も
上
海
ま
で
つ
い
て
棄
て
、
長
参
謀
は
、
擬

に
、
彼
ら
を
自
由
に
使
う
よ
う
に
と
よ
こ
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
人
で
す
か
ら
、
宮
榛
の
前
で

は
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
L

I
人
間
と
し
て
ど
ん
な
人
で
す
か

「
長
参
謀
と
は
参
謀
本
部
支
那
課
と
上
海
派
通
草
の

二
度
一
鰭
に
佳
聾
を
や
り
計
し
た
。
激
し
い
人
で
し

た
が
、
支
那
に
対
し
て
は
理
解
あ
る
人
で
し
た
。
無

理
を
い
う
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
謀
に
い
る
人
は
中
国
を
よ
く
知
っ
て
る
人
ば
か

り
で
支
那
に
同
博
し
て
ま
し
た
」

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　寒く重義徽章を。H中
島
師
団
長
へ
の
注
憲

冨
田
－
1
－
。
－
寛
－
蚤
，
お
。
ろ
t
－
甘
－
一
〇
第
・
夢
幻
E
t
l
J
i
賢
を
豪
儀
録
教
案
，
l
l
召

i
大
西
参
謀
が
南
京
に
入
っ
た
の
は
十
二
月
十
三
日

年
後
で
あ
る
。
中
山
北
路
の
首
都
飯
店
あ
た
り
で
は

ま
だ
戦
闘
中
で
あ
っ
た
。
上
海
派
遣
軍
司
令
部
が
中

山
北
路
は
あ
る
首
都
飯
店
に
入
っ
た
の
は
数
日
後
で

あ
る
。
‘
朝
香
官
中
将
も
お
入
り
に
な
っ
た
。
翌
年
二

月
に
派
遣
軍
司
令
部
が
任
務
を
お
え
て
な
く
な
る
ま

で
こ
こ
に
と
ど
l
ま
る
e
占
領
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
命
令

は
す
べ
て
こ
の
軍
司
令
部
か
ら
出
さ
れ
た
。

－
第
十
六
周
囲
の
中
島
（
今
朝
雷
）
師
団
長
の

日
記
に
「
捕
虜
は
せ
一
ぬ
方
針
な
れ
ば
」
と
あ
り
、
こ

れ
が
輔
揚
虐
殺
の
謹
拠
滋
と
も
い
わ
れ
－
て
ま
す
が

「
こ
れ
は
銃
器
を
取
り
上
げ
、
釈
放
せ
い
、
と
い
う

趨
と
で
す
。
申
国
典
は
全
国
各
地
か
ら
集
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
の
国
で
す
か
ら
歩
い
て
煽
れ
ま
す
」

－
垣
の
命
令
と
い
う
こ
と
は
遮
り
ま
せ
ん
か

「
こ
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
L

i
捕
虜
の
扱
い
は
第
三
課
で
す
ね

「
そ
う
で
す
。

．
詩
壇
中
佐
が
課
長
で
、
帝
と
な
し
l
小
人
で
し
汽

担
当
は
桐
原
少
佐
で
、
宅
の
人
は
も
っ
と
お
と
な
し

い
人
で
す
。
軍
の
中
で
も
一
番
お
と
な
し
い
人
で
し

た
。
こ
こ
が
そ
の
よ
う
な
命
令
を
出
す
こ
忠
は
あ
り

ま
せ
ん
。
榊
頗
参
謀
は
つ
い
こ
の
間
ま
で
健
在
で
層
聾

の
「
証
書
に
よ
る
罵
京
酸
基
の
た
め
、
一
緒
に

階
行
社
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
奥
さ
ん
が
よ

く
な
い
、
．
と
早
め
に
帰
り
ま
し
た
が
、
奥
さ
ん
よ
り

先
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

－
中
島
第
十
六
師
団
長
も
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
ん
な
人
で
す
か

「
当
時
中
島
師
団
長
は
中
将
、
私
は
大
尉
。
と
て
も

話
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
間
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
に
は
殆
ど
存
じ
上
げ
て
い
ま
せ
ん
」

－
第
王
ハ
師
団
は
上
海
派
遣
軍
に
属
し
て
い
た

訳
で
す
か
ら
何
ら
か
の
接
触
は

」
私
個
人
と
し
て
は
、
輔
団
長
が
指
輪
を
し
て
い
る

の
を
見
て
、
い
い
感
じ
を
持
た
な
か
っ
た
記
憶
が
あ

・
り
ま
す
o
中
島
師
団
長
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
ひ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
習
慣
が
つ
い
た
も
の
で
し
ょ
う

が
、
戦
場
で
指
輪
と
は
、
と
思
い
ま
し
空

－
松
井
大
将
が
中
島
師
団
長
の
統
帥
を
非
難
さ

れ
定
と
い
わ
れ
て
ま
す
が
本
当
で
し
ょ
う
が

「
中
島
師
団
長
は
中
国
の
家
は
焼
直
で
も
撥
わ
ん
と

い
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
松
井
大
将
の
前
で
い

っ
た
訳
で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ
が
、
そ
れ
を
聞
い
た
松

井
大
将
が
私
に
第
十
六
師
団
に
行
っ
て
く
る
よ
う
に

と
い
わ
れ
た
。
発
か
ら
松
井
大
将
が
中
居
師
団
長
の

統
帥
に
つ
い
て
漣
憲
を
う
な
が
し
た
こ
と
は
確
か

だ
。
私
は
十
六
師
団
に
行
く
こ
と
は
待
っ
た
が
、
大

尉
の
身
分
で
師
団
長
に
直
接
い
え
る
訳
も
な
く
、
十

六
師
団
に
上
陸
以
来
よ
く
知
っ
て
お
る
参
謀
が
い
た

め
で
そ
の
人
に
伝
え
空

－
普
通
、
将
官
が
将
官
に
い
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
が
、
松
井
大
将
が
直
々
に
注
意
な
き
ら
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か

畳
司
令
官
が
師
団
長
に
彊
接
い
う
の
は
よ
ほ
ど
露

天
な
こ
と
で
す
」

－
－
中
島
中
将
と
い
え
ば
、
最
後
は
軍
司
令
官
ま

で
つ
と
め
、
日
本
陸
軍
の
代
表
の
大
で
も
あ
る
訳

で
す
が

「
‥
l
i
i
…
・
。私

と
同
期
の
者
が
中
島
連
隊
長
の
も
と
に
い
売

時
、
陸
大
を
受
け
よ
う
と
し
た
が
辞
し
て
く
れ
な
い

と
償
既
し
て
い
た
。
連
隊
長
の
許
可
が
な
い
と
受
験

出
来
な
い
訳
で
す
。
中
島
師
団
長
は
人
の
好
き
嫌
い

が
激
し
か
っ
た
ら
し
い
。

）
私
に
は
中
島
中
将
の
悪
い
話
し
か
入
っ
て
こ
な
か

った」－
占
領
後
、
十
六
師
団
が
壁
麻
馨
備
に
あ
た
り

電
脳
日
本
の
歴
史
研
究
会
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ま
す
が

「
商
京
陥
落
後
、
第
十
軍
が
引
き
揚
げ
、
南
京
に
は

上
海
派
遊
軍
が
残
っ
た
。
上
海
派
遣
謡
で
南
京
攻
略

戦
に
参
加
し
た
の
は
、
第
九
師
団
と
第
十
三
師
団
と

第
十
六
師
団
だ
。
そ
の
う
ち
一
第
十
三
師
団
は
既
に

揚
子
江
を
渡
っ
て
い
る
。

轡
備
司
令
官
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
派
遼

寧
の
中
で
謡
に
な
っ
た
。
第
九
師
団
長
か
第
十
六
師

団
長
だ
。
中
島
さ
ん
を
毛
嫌
い
す
る
人
が
多
く
で
、

私
が
第
九
師
団
長
に
お
願
い
し
ま
う
と
い
い
、
そ
う

決
っ
た
。
そ
こ
で
第
九
師
団
に
欝
偏
を
任
せ
る
こ
と

に
な
り
、
松
井
大
将
の
命
令
で
私
が
光
輩
門
の
外
に

あ
る
第
九
師
団
に
行
っ
l
た
。
．
と
こ
ろ
が
第
九
師
団
の

参
謀
長
（
中
川
大
佐
）
が
、
上
海
で
は
自
分
た
か
の

戦
場
掃
除
も
し
な
い
で
繭
京
攻
略
に
向
っ
た
、
上
海

の
戦
場
掃
除
を
し
沿
い
の
．
で
御
免
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
。
そ
れ
で
代
り
に
第
十
六
師
団
が
璃
京
を

轡
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」

～
第
十
六
師
団
の
旅
団
長
佐
々
木
到
一
少
将
が

南
京
城
内
の
響
備
司
令
官
に
な
り
ま
す
が

「
知
つ
て
い
る
通
り
、
佐
々
木
少
将
は
随
一
の
支
那

通
と
い
わ
れ
て
い
た
。
．

但
し
酒
を
飲
む
と
乱
れ
た
」

－
　
中
支
那
方
面
軍
の
参
謀
副
長
だ
っ
た
武
藤
章

ノ

大
佐
の
回
想
録
「
此
鳥
か
ら
巣
鴨
へ
」
に
次
の
様
な

箇
所
が
あ
り
ま
す

〝
松
井
大
将
は
作
戦
中
も
随
分
無
理
と
思
わ
れ
る
位

支
那
人
の
立
場
を
尊
重
さ
れ
た
‥
こ
の
松
井
大
将
の

態
度
は
菓
軍
司
令
官
や
纂
師
団
長
の
如
き
作
戦
本
位

に
考
え
る
人
々
か
ら
抗
議
さ
れ
、
南
京
の
椿
会
で
大

議
論
さ
れ
る
声
を
隣
室
か
ら
闘
い
た
こ
と
も
あ
っ

た〃
こ
の
場
面
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
武
藤
軍
務
局
長
に
非
常
に
か
わ
い
が
ら
れ
ま
し

て
、
哲
務
局
に
は
六
年
も
使
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

武
藤
さ
ん
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
武
藤
さ
ん
は
方
面
啓
が
出
来
た
時
、
参
謀
副
長
に

な
り
、
松
井
さ
ん
l
と
一
鱗
に
居
ら
れ
た
の
で
、
こ
の

こ
と
は
間
違
い
な
い
、
で
し
ょ
う
L

I
菓
司
令
官
と
は
柳
川
中
将
、
菓
師
団
長
と
は

中
島
中
将
と
お
も
い
ま
す
が

「
師
団
長
は
中
島
中
将
に
間
違
い
な
い
。
軍
司
令
官

は
柳
川
中
将
し
か
い
な
い
。

松
井
さ
ん
、
と
大
激
論
は
疑
問
に
思
い
ま
す
。

若
干
の
愚
見
の
髄
蟻
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
大
激
論
と
は
一
寸
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」

ー
　
十
三
日
以
降
の
璃
京
の
様
子
は
ど
う
で
し
た

「
十
三
日
は
ま
だ
戦
闘
が
続
い
て
い
ま
し
て
、
首
都

飯
店
付
近
ま
で
し
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

娼
江
門
に
行
っ
た
時
は
両
側
が
死
体
で
い
っ
ぱ
い

な
っ
た
。
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
下
関
に
行
っ
た
が
、
揚
子

江
に
は
相
当
死
体
が
あ
っ
た
。
土
手
で
は
な
く
、
江

の
中
で
す
。
掃
蕩
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
死

体
は
年
末
ま
で
あ
っ
た
」

－
　
抱
江
門
の
死
体
は
い
つ
頃
ま
で
あ
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
が

「
全
軍
の
慰
籠
祭
（
十
八
日
）
の
絡
ま
で
あ
っ
た
。

或
い
は
二
十
日
過
ぎ
ま
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
、
特
務
機
関
主
催
で
据
江
門
で
中
国
軍
慰

霊
祭
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
娼
江
門
内
外
は

寄
願
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
豊
健
で
し
た
が
中

国
側
市
政
府
関
係
、
日
本
官
憲
、
一
般
中
国
人
も
参

列
L
I
i
、
四
、
五
百
名
は
集
り
ま
し
た
L

I
上
海
派
遣
軍
の
中
で
虐
殺
が
あ
っ
た
と
い
う

話
は
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
〈

「
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
一
様
い
。

第
二
課
も
南
京
に
入
予
て
か
ら
は
、
軍
紀
、
風
紀

の
取
締
り
で
城
内
を
廻
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
串
で

廻
っ
た
」

ー
　
何
も
見
て
ま
せ
ん
か

二
度
強
姦
を
見
た
」

－
　
白
昼
で
す
か

「
そ
う
で
す
。
す
ぐ
捕
え
た
。
王
ハ
師
団
の
兵
隊
だ

っ
た
の
で
十
六
師
団
に
渡
し
た
。
強
姦
は
私
が
見
た

以
外
に
も
何
件
か
あ
っ
た
。
．

最
初
は
慰
安
所
を
作
る
の
に
反
対
だ
っ
た
が
、
こ

う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
i
で
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

う
い
う
こ
と
は
第
三
課
が
や
っ
た
」

1
－
そ
の
他
、
暴
行
、
略
奪
な
ど
見
て
ま
せ
ん
か

「
見
た
こ
と
が
な
い
。

特
務
機
関
長
と
し
て
、
そ
の
後
一
年
間
重
恩
に
い

淀
。
こ
の
間
、
南
京
は
も
ち
ろ
ん
、
蕪
潮
、
太
平
、

江
華
、
句
容
、
頭
注
、
金
壇
、
丹
陽
、
揚
州
、
灘
県

を
二
回
ず
つ
廻
っ
た
が
、
虐
殺
を
見
た
こ
と
も
聞
い

た
こ
と
な
な
い
L
r

●

i

」

i

J

t

t

置

く

ノ

ー

S

i

i

t

雑

録

‘

‘

ら

軍
中
央
の
観
察

日
本
軍
が
南
京
性
向
っ
て
直
る
時
か
ら
占
領
し
た

後
ま
で
、
軍
中
央
部
か
ら
現
地
に
、
何
人
か
が
派
遣

さ
れ
て
い
る
‥
攻
略
中
の
河
辺
作
戦
課
長
、
多
田
参

謀
次
長
、
陥
落
後
の
阿
南
人
薄
局
長
、
本
間
参
謀
本

部
第
二
都
度
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
に
な
り
、
軍
中
央
部
か
ら
の
南
京
視
察
が
あ

っ
た
こ
と
ば
、
草
中
央
部
が
南
京
聾
件
化
っ
い
て
何

ら
か
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
を
呼

ん
で
い
る
。

一
般
に
、
中
央
か
ら
の
派
遣
は
、
南
京
攻
略
戦
に

か
苦
ら
ず
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
奉
天
太

会
戦
後
、
参
謀
総
長
の
山
県
有
朋
が
前
線
に
お
も
む

い
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
京
占
領
後
の

中
央
か
ら
の
派
遣
は
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
も

の
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
二
日
∵
日
本
軍
の
一
部
は

城
壁
を
占
領
し
、
最
後
の
攻
防
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
、
南
京
か
ら
四
十
キ
ロ
種
上
流
の
揚
子
江
で

日
本
軍
の
飛
行
機
が
米
砲
艦
バ
ネ
ー
号
を
攻
盤
し
、

沈
没
さ
せ
る
と
い
う
輩
件
が
お
き
た
。
い
わ
ゆ
る
バ

ネ
1
号
轟
件
で
l
ぁ
る
。
日
本
は
陳
謝
す
る
と
共
に
、

十
五
日
に
は
参
謀
本
部
第
二
部
の
ア
メ
リ
カ
班
軽
度

西
義
車
中
佐
が
実
情
調
査
の
た
め
南
京
に
向
っ
た
。

入
城
式
前
後
調
査
に
あ
た
り
、
二
十
日
に
南
京
か
ら

上
海
塵
飛
行
機
で
戻
り
、
二
十
二
日
帰
京
し
た
。
二

十
三
日
、
西
中
佐
は
柴
山
軍
務
課
長
と
共
に
グ
ル
ー

駐
日
ア
メ
リ
カ
大
便
を
訪
問
し
、
調
査
結
果
を
説
明

し
て
い
る
Q

こ
の
葛
件
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
陳
謝
、
賠
償

金
の
支
払
、
今
後
の
米
権
益
に
対
す
る
保
証
の
三
点

を
要
求
し
た
。
日
本
は
す
べ
て
を
の
み
、
こ
の
間
題

は
解
決
し
た
。

し
か
し
、
陳
謝
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
済
ん
だ
が
、

賠
償
金
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
が
見
積
っ
た
上
、
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
、
も
う
一
つ
の
、
将
来
碇
わ
た

る
権
益
保
護
に
対
し
て
も
、
今
後
の
問
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
完
全
な
、
問
題
解
決
は
将
来
に
も
ち
こ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
す
る
う
ち
に
、
二
月
十
四
日
、
南
京
の
ア
メ

リ
カ
領
肇
蝕
の
ア
リ
ゾ
ン
領
掌
が
、
入
場
式
が
終
り

一
段
落
し
て
い
る
の
に
日
本
兵
の
略
奪
が
続
い
て
い

る
、
と
日
本
領
萬
館
に
抗
議
し
た
。
こ
れ
を
う
け

て
、
一
月
十
七
忠
グ
ル
ー
大
使
は
広
田
外
相
に
、

蘭
京
、
杭
州
、
そ
の
他
で
日
本
軍
は
米
国
権
益
を
侵

し
て
い
る
、
こ
れ
は
前
の
約
束
に
反
し
て
い
る
と
正

式
に
抗
議
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
一
月
十
五
日
、
上
海
と

南
京
の
督
当
局
に
、
ア
メ
リ
カ
用
地
に
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
に
と
命
令
を
出
し
た
。
ま
た
南
京
の
本
郷
少

佐
が
ア
リ
ゾ
ン
領
醇
に
、
本
国
か
ら
指
示
が
あ
っ

た
、
今
後
お
き
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
連
絡
し
た
。

さ
ら
に
、
一
月
二
十
八
日
、
本
間
離
隔
参
謀
本
部
第

二
部
轟
が
実
情
調
査
の
た
め
上
海
に
向
っ
た
。
こ
れ

電
脳
日
本
の
歴
史
研
究
会
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に
は
下
意
津
飛
行
学
校
教
官
だ
っ
た
広
田
蟄
中
佐
が

随
行
し
た
。
一
行
は
二
月
初
旬
、
南
京
、
杭
州
を
弱

輩
し
、
二
月
四
日
上
海
に
戻
っ
た
。
広
田
中
佐
は
そ

の
ま
ま
上
編
派
遺
軍
付
と
し
て
残
り
、
三
月
二
日
に

は
中
支
那
派
遣
軍
参
諜
と
な
っ
た
。
乱
本
政
府
は
外

国
権
益
塾
頭
処
理
の
た
め
、
何
か
斬
か
に
専
任
武
官

を
濾
過
す
る
こ
と
に
決
め
、
そ
の
一
人
と
し
て
広
田

中
佐
を
常
駐
さ
せ
た
の
で
あ
る
b

こ
の
調
査
結
果
に
巻
づ
い
て
、
二
月
十
二
日
、
雷

沢
ア
ズ
リ
カ
局
長
が
ド
ウ
ー
マ
ン
参
苺
官
の
来
訪
を

求
め
回
答
文
を
渡
し
た
。
こ
の
中
で

「
母
店
央
部
よ
り
高
級
精
機
を
現
地
に
派
遣
し

命
令
の
徹
嵐
を
図
り

二
、
現
地
主
要
各
地
に
、
外
国
権
益
聾
項
処
理
の

な
め
、
あ
ら
た
に
専
任
武
官
を
藍
凪
す
る
こ
む
と

し
、
既
に
一
部
こ
れ
が
実
現
を
見

三
、
憲
兵
の
増
加
配
置
を
企
画
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
権
益
問

題
は
解
決
し
た
。

こ
の
他
、
南
京
陥
落
後
∴
防
空
研
究
の
た
め
、
東

部
防
衛
、
中
部
防
衛
な
ど
か
ら
参
謀
が
南
京
に
向
っ

虎
。
東
部
防
衛
参
謀
古
閑
燵
大
佐
は
、
防
衛
委
員
会

の
調
査
団
長
と
し
て
東
大
、
早
大
の
教
授
ら
と
南
京

に
行
っ
た
。
ま
た
、
宮
本
清
一
中
部
防
衛
参
鶉
は
、

各
県
の
防
空
担
当
者
と
共
に
商
京
に
視
察
に
行
っ

た。

以
上
が
当
時
か
ら
明
ら
あ
に
な
っ
て
い
る
啓
中
央

か
ら
の
派
適
と
そ
の
内
密
で
あ
る
。

－
本
郷
参
練
が
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
、
略
奪
に

つ
い
て
釈
明
に
行
っ
て
ま
す
が

「
第
二
課
の
参
謀
の
由
で
は
本
郷
参
謀
が
最
も
古

く
、
そ
こ
で
外
国
と
の
交
渉
は
自
然
と
本
郷
少
佐
が

や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
l
京
に
行
っ
て
か
ら
も
、
用

件
の
く
わ
し
い
内
密
は
知
ら
な
れ
が
本
郷
少
佐
が
行

っ
た
の
は
覚
え
て
い
る
。

米
英
の
権
益
を
尊
重
せ
よ
と
言
う
こ
と
は
九
月
の

上
海
の
頃
か
ら
や
か
ま
し
く
い
わ
れ
て
い
た
。
壁
二

師
団
の
蘇
州
河
の
戦
い
の
時
、
河
の
左
の
米
英
の
工

場
か
ら
機
関
銃
が
こ
っ
ち
を
向
い
て
い
る
。
そ
れ
で

も
推
奨
の
権
益
と
い
う
こ
と
で
手
を
出
せ
ず
く
や
し

母
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
る
」

－
西
中
佐
が
南
東
に
行
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か

「
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

西
氏
は
私
が
軍
務
局
へ
帰
っ
た
時
、
参
謀
本
部
謀

略
譲
に
居
ら
れ
た
ど
思
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
来
ら

れ
た
む
し
て
も
何
の
用
件
か
分
り
ま
せ
ん
」
．

－
　
本
間
第
二
部
長
が
二
月
上
旬
、
南
京
に
行
っ

て
ま
す
が
、

「
存
じ
て
い
ま
せ
i
ん
L

I
～
ア
メ
リ
カ
権
益
保
護
の
た
め
行
っ
た
と
当
時

の
記
録
に
あ
り
ま
す
が
、
虐
殺
轟
件
の
た
め
と
い
う

入
乱
れ
ま
す

「
重
し
お
出
で
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
三
国
の
擬

益
関
係
と
思
い
ゼ
ナ
」

－
　
広
田
中
佐
が
上
海
派
遣
軍
に
派
遺
さ
れ
て
い

ますが　、

「
え
え
、
蛍
え
で
い
ま
す
。

た
施
し
、
私
と
は
年
の
開
き
も
あ
っ
た
の
で
詳
し

く
話
を
し
た
記
嬢
は
あ
り
ま
せ
ん
」
，

上
目
－
甘
閑
大
佐
と
会
っ
た
こ
と
は

「
当
時
は
全
然
存
じ
あ
げ
て
い
ま
せ
ん
」

昭
和
十
三
年
こ
ろ

’
t
t
g
t
〇
〇
〇
〇
〇
教
卓
萱
－
－
－
－
8
－
－
－
－
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○
－
－
－
1
－
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－
－

昭
和
十
三
年
二
月
、
上
海
派
遣
軍
、
第
十
軍
は
廃

止
に
な
り
、
申
支
那
方
面
軍
が
残
り
、
新
し
い
任
務

の
た
め
人
事
が
一
新
さ
れ
た
。
名
前
も
申
支
那
派
連

写
と
変
っ
た
。
大
西
参
謀
は
そ
の
ま
ま
中
支
那
派
遣

軍
の
特
務
機
関
長
と
し
て
南
京
に
残
っ
た
。

昭
和
十
三
年
頃
の
繭
京
見
聞
記
を
読
む
と
、
0
少

佐
あ
る
い
は
若
い
特
務
機
関
長
、
と
い
っ
た
名
前
が

類
纂
に
出
て
く
る
。
大
西
氏
の
こ
と
で
透
る
。
当

初
、
大
西
氏
は
大
尉
だ
っ
た
た
め
重
恩
特
務
機
関
長

補
佐
官
長
と
名
乗
っ
て
い
た
。
上
海
、
椀
州
な
ど
他

の
特
務
機
関
長
が
大
佐
ク
ラ
ス
替
っ
た
た
め
で
あ

る
。
一
か
月
後
の
三
月
に
少
佐
に
昇
進
し
、
こ
の
時

初
め
て
南
京
特
務
機
関
長
を
名
乗
っ
た
。
重
恩
セ
ま

わ
り
の
九
県
が
管
轄
で
あ
っ
た
。
各
県
に
五
人
か
ら

十
人
は
ど
の
特
務
班
員
を
置
い
て
、
こ
れ
ら
全
体
の

指
摘
を
と
っ
た
。
こ
の
特
務
班
員
は
陸
軍
省
が
雇
っ

て
よ
こ
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
軍
属
で
あ
る
。
大

西
氏
は
圭
に
南
京
に
い
て
中
国
側
と
の
折
衝
の
任
に

あ
た
っ
た
。

特
務
機
憫
長
時
代
、
あ
る
日
、
中
国
人
が
、
日
本

軍
に
家
を
壊
さ
れ
て
い
る
、
と
訴
え
て
来
た
。
－
鱗

に
行
く
と
、
南
京
駅
の
そ
ば
で
、
そ
の
中
国
人
の
家

と
ま
わ
り
の
家
が
と
り
壊
さ
れ
て
い
る
。
と
り
壊
し

て
巾
る
兵
隊
に
聞
く
と
、
谷
田
勇
大
佐
の
命
令
法
と

い
う
。
す
ぐ
や
め
さ
せ
、
谷
田
大
佐
に
会
い
に
行
っ

た
。
谷
田
大
佐
は
大
西
氏
が
陸
大
の
学
生
の
時
の
工

兵
の
教
官
。
そ
の
時
は
ヰ
支
那
派
遣
軍
の
後
方
参
謀

で
あ
っ
た
。
聞
く
と
、
上
海
か
ら
ど
ん
ど
ん
軍
需
品

を
送
っ
て
く
る
、
南
京
駅
周
辺
に
横
ま
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
ま
わ
り
の
家
を
と
り
つ
ぶ
し
て
い
る
、
と
い

う
。
こ
れ
で
は
作
戦
上
仕
方
な
い
と
思
い
、
そ
こ
で

す
ぐ
に
城
外
に
パ
ー
ラ
ッ
ク
空
手
軒
ば
か
り
作
り
、

こ
こ
に
中
国
人
を
住
ま
せ
た
。

こ
の
．
よ
う
に
、
南
京
特
務
機
関
長
は
、
中
国
の
様
々

な
問
題
に
対
す
る
日
本
側
・
の
窓
口
で
あ
る
。
南
京
市

民
の
実
態
を
最
も
よ
く
知
り
悟
る
立
場
灯
あ
っ
た
。

－
　
二
月
か
ら
一
年
間
、
特
務
機
関
長
と
し
て
商

京
に
残
る
わ
け
で
す
ね

「
参
謀
本
部
の
支
那
関
係
者
は
支
那
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
を

も
ま
ま
特
務
機
関
長
と
し
て
支
那
に
残
る
こ
と
に
な

った」－
南
京
攻
略
戦
で
の
日
本
兵
の
死
体
は
、
す
べ

て
日
本
人
が
薫
毘
に
付
す
な
り
し
た
の
で
し
ょ
う
か

十
全
部
日
本
人
の
手
で
や
り
ま
し
た
。

上
海
戦
で
は
日
本
兵
の
死
体
は
残
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
南
京
戦
で
は
残
っ
た
死
体
は
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん」
－
　
中
国
兵
の
埋
葬
は
日
本
軍
が
指
揮
し
た
も
の

で
す
か

「
中
国
兵
の
死
体
は
中
国
人
が
埋
葬
し
ま
し
た
。
埋

葬
す
る
の
に
日
本
軍
に
連
絡
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

逆
に
蜜
が
紅
記
事
会
に
、
ど
こ
ぞ
宅
の
死
体
を
埋

葬
す
る
よ
う
に
と
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」

－
　
紅
稽
学
会
を
こ
ぞ
ん
じ
で
す
か

「
赤
い
マ
ー
ク
を
つ
け
て
、
よ
く
や
っ
て
い
た
」

「
自
治
委
員
会
も
埋
葬
活
動
を
し
た
と
記
録
に

あ
り
ま
す
が

「
自
治
委
員
会
も
働
い
た
が
、
死
体
の
埋
葬
は
そ
ん

な
に
や
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
－
紅
記
章
会
が
中

心
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
と
か
い
う
団
体
が
埋
葬
し
た
と
い

う
が
…
…
」

－
　
崇
善
堂
で
す
あ

「
そ
う
そ
う
o

当
時
、
全
然
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し

知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
戦
後
、
東
京
裁
判
で
、
す

ご
い
活
動
を
し
た
と
い
っ
て
い
る
。

全
然
知
ら
な
い
L

I
J
昭
和
十
三
年
に
入
り
、
南
京
の
郊
外
は
安
全

潜
っ
た
の
で
し
ょ
う
が

「
ほ
ぼ
安
全
だ
っ
た
L

I
日
本
人
も
棄
て
商
売
し
ま
す
ね

「
日
本
人
の
宅
と
は
総
領
審
館
が
や
っ
て
い
た
。

、
我
々
特
務
機
関
の
仕
事
は
支
那
側
の
行
政
を
援
助

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
“

総
領
苺
館
に
は
福
田
篤
暴
君
が
一
人
で
お
っ
て
、

糊
谷
（
孝
夫
）
官
補
が
あ
と
で
薬
を
。
特
務
機
関
は

交
通
銀
行
の
二
階
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
階
が

あ
い
て
い
た
の
で
、
総
領
高
鍋
が
開
く
前
は
そ
こ
を

総
領
寧
館
と
し
て
使
っ
て
い
た
」

電
脳
日
本
の
歴
史
研
究
会
 

 
ww
w.
hi
st
or
y.g
r.j
p



エ86づ8ア　証書／i日本人の見た南京陥落

ー
日
商
京
薄
件
を
知
っ
た
の
は
戦
後
で
す
か

「
そ
う
で
す
。
l

松
井
大
将
が
そ
の
こ
と
で
起
訴
さ
れ
た
と
聞
き
、

私
は
証
人
に
な
る
と
申
し
ま
し
た
。
．
松
井
大
将
が
帰

っ
て
か
ら
も
商
京
特
務
機
関
長
と
し
て
残
り
、
繭
京

の
こ
と
は
点
く
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
時
、
私
は
第
十
三
方
面
軍
の
こ
と
ー
で
戦
犯
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
戦
犯
が
証
人
に
な
る
の

は
、
と
の
話
が
あ
っ
て
と
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
」

－
昭
和
十
二
年
か
ら
昭
和
十
三
年
に
か
け
て
の

簡
素
は
大
西
さ
ん
が
も
っ
と
も
く
わ
し
い
の
で
す
か

「
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

十
数
年
前
、
朝
日
新
聞
に
〝
中
国
の
旅
〃
が
連
載

さ
れ
た
時
、
あ
ま
り
に
当
時
の
日
本
軍
と
遭
う
の

で
、
抗
議
に
い
っ
て
本
多
（
勝
一
）
記
者
を
語
間
し

た
と
と
が
あ
り
ま
す
。

、
南
京
尊
件
は
戦
争
裁
判
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
、
話
題
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
洗
。

と
こ
ろ
が
、
〝
中
国
の
旅
〟
i
の
頃
か
ら
今
度
は
日
本

人
が
あ
っ
定
と
い
い
だ
し
た
。
そ
の
時
、
真
実
を
知

っ
て
い
る
自
分
こ
そ
本
当
の
こ
と
を
書
く
べ
き
だ
と

思
い
、
そ
れ
を
書
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
身
内
の

署
か
ら
、
今
さ
ら
書
い
て
も
遅
い
、
言
い
訳
が
ま
し

ぐ
で
世
間
は
信
用
し
な
い
、
と
い
わ
れ
て
や
め
に
し

／

た」

以
上
が
大
西
氏
の
証
言
で
あ
る
。

大
西
氏
は
、
朝
日
新
聞
が
連
載
し
た
「
中
国
の

旅
」
以
来
、
マ
ス
競
、
、
、
の
報
道
に
不
信
感
を
抱
い
て

お
り
、
当
初
、
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
申
し
込
み
も
断

っ
た
。
だ
か
ら
大
西
氏
の
こ
と
が
マ
ス
つ
、
、
、
に
の
る

こ
と
は
な
い
。
南
京
車
件
を
知
る
上
で
、
現
在
、
も

っ
と
も
重
要
な
人
で
あ
る
が
、
一
般
に
な
じ
み
が
な

い
の
も
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
南
京
に
つ
い
て
全
然
発
言
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
「
階
行
」
は
旧
軍
人
の
機
関
憩
と
い
う

こ
と
で
；
こ
れ
に
は
書
い
て
き
た
。

そ
の
「
掛
行
」
に
大
西
氏
が
蕾
い
た
南
京
に
つ
い

て
注
文
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
号
の
「
階
行
」
に
、
同
じ
南

京
攻
略
戦
に
参
加
し
た
土
屋
正
治
氏
が
疑
問
を
呈
示

し
た
の
で
あ
る
。
土
屋
氏
は
、
第
九
師
団
の
少
尉
と

し
て
先
輩
門
か
ら
重
恩
に
入
っ
た
人
で
、
土
屋
氏
自

身
言
虐
殺
は
見
て
お
ら
ず
∵
そ
う
証
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
土
屋
氏
は
、
自
分
は
第
一
線
の
戦
士
で

あ
り
、
全
般
的
に
南
京
を
知
る
立
場
に
は
い
な
か
っ

を
、
巻
間
発
表
さ
れ
て
い
る
証
言
を
み
る
と
、
自
分

の
知
ら
な
心
と
こ
ろ
で
虐
殺
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
す
か
、
全
般
を
知
る
立
場
に
い
た
大
西
氏
か
ら
本

当
の
こ
と
を
聞
き
た
い
、
と
の
投
書
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
土
屋
氏
が
投
書
す
る
二
か
月

前
、
大
西
氏
は
、
は
っ
き
り
虐
殺
は
な
か
っ
た
と
述

べ
て
い
た
。

こ
の
土
屋
氏
の
質
問
は
、
現
在
の
南
京
薯
件
問
題

の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
如
実
聖
杯
し
て
い
る
。

戦
後
の
軍
聾
裁
判
以
来
、
南
京
で
は
大
虐
殺
が
あ

っ
た
と
さ
れ
、
す
で
に
四
十
年
近
い
。
そ
の
間
、
何

度
か
南
京
大
虐
殺
の
文
字
が
新
聞
に
お
ど
っ
た
。
土

屋
氏
の
よ
う
に
南
京
で
は
そ
れ
ら
し
き
こ
と
を
見
た

こ
と
も
な
く
、
日
本
人
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

は
ず
が
な
い
と
証
言
し
て
い
る
人
で
す
ら
、
あ
っ
な

の
で
は
漆
い
か
と
疑
い
だ
し
、
真
相
に
白
黒
が
つ
か

な
い
状
態
に
お
か
れ
て
直
る
不
安
か
ら
、
南
京
で
は

虐
殺
馨
っ
た
と
証
言
し
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
思
う
の
沈
土

屋
氏
ば
か
り
で
あ
る
ま
い
。
、

萬
京
葛
件
は
、
今
や
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
を
さ

れ
は
じ
め
て
い
る
。

さ
て
、
．
私
が
大
西
氏
に
う
か
が
う
と
、
大
西
氏
は

質
問
に
は
っ
き
り
答
え
て
く
れ
た
。
長
々
と
状
況
な

ど
を
述
べ
た
り
し
な
い
で
、
ず
ば
り
お
っ
し
ゃ
る
。

思
っ
．
て
い
る
こ
七
は
、
包
み
隠
さ
ず
述
べ
て
い
る
よ

う
に
み
え
を
。
中
島
師
団
長
、
、
佐
々
木
旅
団
長
に
つ

い
て
の
質
問
に
、
一
瞬
、
考
え
込
ん
で
お
ら
れ
た
よ

う
潜
が
、
そ
れ
で
も
す
ぐ
に
、
ず
ば
っ
と
述
べ
ら
れ

た
。
一
瞬
考
え
込
ん
だ
の
は
、
初
対
面
の
私
に
、
軍

の
先
輩
を
非
難
す
る
よ
う
な
い
い
方
を
し
て
い
い
も

の
か
ど
ら
か
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
．

そ
の
う
ち
、
私
の
質
問
に
こ
う
い
う
の
が
あ
っ

た。
－
－
当
時
の
ア
メ
リ
ヵ
の
雑
誌
に
、
勤
番
官
が
ア

リ
ゾ
ン
領
事
に
陳
謝
し
た
、
、
と
あ
り
ま
す
が

こ
れ
に
対
し
て
大
西
氏
は
、
こ
う
述
べ
た
。

「
勤
番
官
が
ア
リ
リ
ン
氏
に
会
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
陳
謝
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
挨

拶
程
度
で
し
ょ
う
。
富
さ
ん
に
陳
謝
さ
す
よ
う
な
こ

と
は
当
時
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
陳
謝
な
ら
参
謀
長

です」質
問
し
て
い
る
私
に
う
む
を
い
わ
せ
ぬ
い
い
方
で

める。
一
九
三
八
年
二
月
七
日
の
週
刊
護
「
タ
イ
ム
」
に

姫
、
短
い
な
が
ら
「
勤
番
官
が
ア
リ
ソ
ン
三
等
薯
龍

宮
は
陳
謝
し
た
」
と
あ
る
。
．
こ
の
時
の
状
況
を
詳
し

く
知
り
た
い
起
思
い
、
大
西
氏
に
質
問
し
た
時
の
答

え
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
タ
イ
ム
」
は
陳
謝
し
な
と
い
い
、
大
西
氏
億
挨
拶

滋
と
い
う
‥

そ
の
時
、
私
は
大
西
氏
の
証
言
に
土
屋
氏
と
同
じ

よ
う
な
感
じ
を
い
な
い
た
。
大
西
氏
は
勤
番
宮
を
か

ば
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
．
昭
和
六
十
年
の
証
言

よ
り
、
昭
和
十
三
年
の
証
拠
の
方
が
よ
り
信
憑
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
っ
た
。
整
合
し
な

い
と
、
一
方
を
む
り
や
り
他
方
に
合
わ
せ
て
し
ま
い

た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
証
言
よ
り
証
拠

を
信
じ
や
す
い
。
あ
っ
た
、
な
か
っ
た
、
と
分
れ
る

と
、
．
あ
っ
売
方
を
信
じ
や
す
い
。

「
タ
イ
ム
」
が
間
違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
私
は
南
京
苺
件
の
こ

と
よ
り
勤
番
官
陳
謝
の
こ
と
が
気
に
な
り
な
し
、
南

京
轟
件
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
朝
霞
官
陳
謝
に
つ
い

て
調
べ
は
じ
め
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
一
九
三
八

年
二
月
一
日
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
に
「
日
本
軍
の
参
謀

媛
勤
番
官
軍
司
令
官
の
名
前
で
ア
リ
ソ
ン
領
輩
に
陳

謝
に
い
た
っ
空
と
い
う
読
替
を
見
つ
け
た
。
乙
ち

ら
は
「
タ
イ
ム
」
よ
り
ず
っ
と
く
わ
し
い
紀
再
で
あ

る
。
．
こ
れ
で
真
実
が
わ
か
っ
た
。
「
タ
イ
ム
」
の
諒

轟
は
一
参
謀
が
朝
番
官
の
名
前
で
陳
謝
に
い
っ
た
の

発
か
ら
、
「
勤
番
啓
が
陳
謝
し
た
」
と
聞
置
に
蕾
め

尭
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
疑
問
は
氷
解
し
、
大
西
氏

の
証
言
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

四
十
八
年
前
の
雑
誌
が
大
西
氏
を
こ
う
書
い
て
い

る
。
当
時
、
南
京
を
訪
れ
た
人
が
、
大
西
氏
に
た
ず

ね
た
時
の
印
象
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

「
特
務
機
関
長
は
き
び
き
び
し
た
若
い
少
佐
で
あ

る
。
明
快
且
つ
穏
正
な
意
見
を
述
べ
て
く
れ
る
」

こ
れ
を
読
ん
で
、
私
は
、
四
十
年
前
も
今
も
大
西

氏
は
か
わ
っ
て
い
な
い
と
思
つ
た
。

私
は
大
西
氏
か
ら
受
け
た
印
象
を
、
気
の
強
い

人
言
と
感
じ
、
陸
大
で
大
西
氏
と
同
期
で
、
大
西
氏

を
よ
く
知
る
井
本
熊
男
氏
（
南
京
攻
略
戦
当
時
、
参

謀
本
部
作
戦
課
員
、
の
ち
東
条
陸
軍
大
臣
秘
書
官
）

に
伝
え
る
と
、
井
本
氏
は

「
大
西
氏
は
御
感
じ
の
如
く
性
格
の
強
い
人
で
す

が
、
立
派
な
人
格
者
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
恰
も
不

動
明
王
の
如
く
破
邪
顕
正
の
憲
志
は
強
烈
で
あ
る

が
、
心
は
仏
の
如
く
慈
悲
深
い
人
で
す
。
不
正
は
死

ん
で
も
行
わ
な
い
。
そ
の
た
め
他
人
の
責
任
ま
で
背

負
っ
て
戦
犯
と
し
て
長
年
巣
鴨
で
曹
役
に
服
し
、
人

を
し
て
感
歎
せ
し
め
た
人
物
で
す
」

と
い
わ
れ
た
。
さ
ら
に
大
西
氏
の
証
書
を
見
て

「
彼
の
い
う
こ
と
に
睦
言
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
つ
．
け
加
え
た
。

大
西
氏
か
ら
う
か
が
っ
た
後
、
当
時
、
南
京
に
入

城
し
た
人
々
を
た
ず
ね
る
と
、
そ
の
う
ち
の
何
人
か

は
、
南
京
の
こ
と
な
ら
大
西
氏
が
も
っ
と
も
詳
し

い
、
大
西
氏
の
い
う
こ
と
な
ら
正
し
い
、
と
い
う
。

こ
す
証
言
す
る
の
は
、
松
井
大
将
付
を
し
て
い
た
岡

田
尚
氏
と
砲
艦
勢
多
の
艦
長
寺
崎
隆
治
氏
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
る
大
西
氏
の
証
言
は
、
誠
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
と
改
め
て
つ
け
加
え
た
い
。
′

（続く）

電
脳
日
本
の
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史
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